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部会名 理学療法士部会 

報告者 
氏名 藤田直人 所属 広島大学 

部会での役割 代表世話人 E-mail fujitan@hiroshima-u.ac.jp 

 

 

年次活動および次年度の活動計画について以下のように報告いたします。 

 

 

１. 年次報告 

１.１ 報告期間 

 2024 年 9 月～2025 年 10 月 

 

１.２ 活動実績 

⚫ キックオフ交流会～専門領域の垣根を超えて～（第 79 回日本体力医学会大会 部会企画として G

会場にて実施）2025 年 9 月 17 日（水）17:45-18:45 

 自己の専門研究領域や研究成果について３分間のピッチトークを実施し、将来的な共同研究に向けて情

報共有等を実施した。発表者は 13 名、参加者は約３０名であった。参加者にはアンケートを実施しており、

主な結果は以下の通りである。 

 また、本交流会にてグループラインを作成し、会期終了後も、今後の活動について継続的に意見交換を実施

している。 



 
 

⚫ 開催後の参加者アンケート：理学療法士部会の開催後アンケートでは、参加者の満足度が高く、研究

者間の交流や情報共有が活発に行われたことが分かった。次年度も交流会の継続を望む声が多く、研

究領域別ディスカッションや他部会との連携など、将来的に発展的な企画を希望する意見も見られた。

活性化のためには大学院生や臨床現場で働く理学療法士への周知強化、テーマ別交流や共同研究の

推進が重要との意見もあった。全体として、部会活動の継続と拡大に前向きな意見が多く寄せられた。 

 

 

２. 次年度活動計画 

２.１ 報告期間 

 2025 年 10 月～2026 年 10 月 

 

２.２ 運営体制 

 変更あり（※変更ありの場合は下記に新体制を記載してください） 

 

変更前 

代表世話人 
氏名 藤田直人 ふりがな ふじたなおと 

所属 広島大学 役職 教授 資格 有 

世話人 

① 
氏名 岩本えりか ふりがな いわもとえりか 

所属 札幌医科大学 役職 准教授 資格 有 

② 
氏名 高田拓明 ふりがな たかだひろあき 

所属 東北大学 役職 特任助教 資格 有 

③ 
氏名 田島敬之 ふりがな たじまたかゆき 

所属 東京都立大学 役職 准教授 資格 有 

④ 
氏名 中村みづき ふりがな なかむらみづき 

所属 関西福祉科学大学 役職 講師 資格 有 

⑤ 氏名 松尾真吾 ふりがな まつおしんご 

所属 日本福祉大学 役職 講師 資格 有 



 

変更後 

代表世話人 
氏名 藤田直人 ふりがな ふじたなおと 

所属 広島大学 役職 教授 資格 有 

世話人 

① 
氏名 岩本えりか ふりがな いわもとえりか 

所属 札幌医科大学 役職 准教授 資格 有 

② 
氏名 高田拓明 ふりがな たかだひろあき 

所属 東北大学 役職 特任助教 資格 有 

③ 
氏名 田島敬之 ふりがな たじまたかゆき 

所属 東京都立大学 役職 准教授 資格 有 

④ 
氏名 中村みづき ふりがな なかむらみづき 

所属 関西福祉科学大学 役職 講師 資格 有 

⑤ 氏名 松尾真吾 ふりがな まつおしんご 

所属 日本福祉大学 役職 講師 資格 有 

⑥ 氏名 本田寛人 ふりがな ほんだひろと 

所属 四條畷学園大学 役職 准教授 資格 有 

※必要に応じて枠を追加して世話人を記載ください。 

※世話人は学会員であること。 

※記載に際しては、必ず本人の内諾をとること。 

※男女平等参画の視点から、女性の割合が 25％以上となるように努めること。 

※代表世話人、世話人は２年更新（再任あり）とする。 

 

 

２.３ 活動計画 

２.３. 1  次回の日本体力医学会大会で開催する集会等の概要 

（決まっている範囲でご記載ください） 

１）名称（仮称可） 

1. 交流会 

2. シンポジウム 

 

２）集会の概要 

1. 交流会：第 79 回大会と同様に、ポスター発表などの大会プログラム終了後、大会と同一会場にて、

情報交換の場を企画している。内容は研究等を紹介するピッチトーク、活動計画に関するディスカッション

を予定している。 

 

2. シンポジウム：体力医学に関わる理学療法士からの研究成果、及び社会実装に関する内容を発信

する。90 分希望。 

 

３）参加予測人数（実施を希望される場合には、会場の確保のため必ず記載してください） 



1. 交流会：約 30 名 

2. シンポジウム：約 100 名 

 

２.３. 2  その他、大会外での活動計画（すでに計画中のものがあれば、名称、回数など） 

 

２.４ 学会への要望等 

 

 

 

以上 


